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27
年
度
当
初
予
算

26
年
度
補
正
予
算

条
例
改
正
等

　

３
月
11
日
・
12
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
村
議
会
定
例
会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
一
般
質
問
を
は
じ
め
５
つ
の
特
別
会
計
の
新
年
度
予
算
な
ど
27
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い

ず
れ
の
議
案
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
村
議
会
定
例
会
報
告

◆
平
成
27
年
度
一
般
会
計
並
び
に
国

民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
合
併
処

理
浄
化
槽
設
置
管
理
事
業
、
後
期
高

齢
者
医
療
、
簡
易
水
道
事
業
の
各
特

別
会
計
の
新
年
度
予
算
が
審
議
さ
れ
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
予

算
総
額
は
18
億
１
０
０
０
万
円
で
、

26
年
度
と
比
較
し
て
６
０
０
０
万
円
、

3.4
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

３
０
４
８
万
７
０
０
０
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
20
億
１
６

８
９
万
５
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

１
６
０
１
万
８
０
０
０
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
５
億
１
９

４
６
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

５
２
８
万
８
０
０
０
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
４
億
６
２

４
０
万
３
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
管
理
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
８
３
１
万
８
０
０
０
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
７
６
８

万
２
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
２
７
８
万
４
０
０
０
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
３
６
１

万
６
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
２
３
３
万
８
０
０
０
円
を
増
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
億
７
６

万
７
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
行
政
手
続
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
内
容
）
行
政
手
続
法
の
改
正
に
伴

い
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
規
定
等
に

つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を
行
っ
た
も

の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

（
内
容
）
東
秩
父
村
行
政
手
続
条
例

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
改
正
す
る
も

の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
出
産
祝
い
金
の
支
給
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
内
容
）
村
内
に
１
年
以
上
住
所
を

有
す
る
者
に
、
第
１
子
５
万
円
、
第

２
子
10
万
円
、
第
３
子
15
万
円
の
出

産
祝
い
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
保
育
所
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

（
内
容
）
子
供
・
子
育
て
支
援
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
内
容
）
入
居
資
格
の
同
居
親
族
要

件
を
廃
止
し
、
利
用
促
進
を
図
る
も

の
で
す
。

◆
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
内
容
）
同
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
教
育
委
員

長
と
教
育
長
を
一
本
化
し
た
新
た
な

（
新
教
育
長
）
を
設
置
す
る
な
ど
を

内
容
と
し
た
改
正
を
し
た
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
指
定
介
護
予
防
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指

定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予

防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
に
つ

い
て

（
内
容
）
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立

性
を
高
め
る
た
め
の
介
護
保
険
法
の

改
正
に
伴
い
、
指
定
介
護
予
防
支
援

等
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す

る
基
準
を
定
め
た
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て

（
内
容
）
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立

性
を
高
め
る
た
め
の
介
護
保
険
法
の

改
正
に
伴
い
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
た
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
内
容
）
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険

者
の
介
護
保
険
料
を
改
正
し
た
も
の

で
す
。

◆
東
秩
父
村
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
内
容
）
介
護
保
険
法
施
行
規
則
等

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
公
布
に

伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必

要
が
生
じ
、
改
正
し
た
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護

予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方

法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
内
容
）
介
護
保
険
法
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
の
公
布
に
伴
い
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
、

改
正
し
た
も
の
で
す
。

◆
比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
の
規
約

変
更
に
つ
い
て

（
内
容
）
比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合

事
務
所
を
比
企
広
域
消
防
本
部
の
場

所
へ
移
す
も
の
で
す
。

◆
比
企
広
域
公
平
委
員
会
を
共
同
設

置
す
る
地
方
公
共
団
体
の
増
加
及
び

同
委
員
会
の
規
約
変
更
に
つ
い
て

（
内
容
）
比
企
広
域
公
平
委
員
会
に

埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
を
加
え
る

と
と
も
に
、
事
務
所
の
所
在
地
を
東

松
山
市
大
字
上
野
本
１
３
０
０
番
地

１
に
改
め
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

（
内
容
）
半
場
線
道
路
改
築
工
事

（
ふ
れ
あ
い
橋
）
の
完
成
に
伴
い
村



一
般
質
問

道
１
―
２
号
線
に
接
続
さ
せ
る
た
め

変
更
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

（
内
容
）
今
回
提
案
し
た
村
道
１
１

２
７
号
線
他
４
路
線
は
道
路
と
し
て

機
能
し
て
い
な
い
た
め
、
廃
止
す
る

も
の
で
す
。

根
岸 

文
雄
議
員

質
問　

教
育
行
政
に
つ
い
て

（
内
容
）
本
年
４
月
１
日
、「
地
方
教

育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が

施
行
さ
れ
、
本
村
の
教
育
行
政
に
も

大
き
な
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
村
の
教
育
行
政
に
つ
い
て
も
、

村
民
各
位
と
と
も
に
、
様
々
な
観
点

か
ら
思
慮
す
る
こ
と
は
、
意
義
深
い

も
の
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
回
の
主
要
変
更
点
・
新
制
度
の

変
更
点
に
つ
い
て
。

答
弁　

こ
れ
ま
で
の
教
育
委
員
会
制

度
に
つ
い
て
は
、

・
教
育
委
員
長
と
教
育
長
の
ど
ち
ら

　

が
責
任
者
か
わ
か
り
に
く
い

・
教
育
委
員
会
が
閉
鎖
的
で
形
骸
化

　

し
て
い
る

・
い
じ
め
等
の
問
題
に
対
し
て
必
ず

　

し
も
迅
速
に
対
応
で
き
て
い
な
い

・
地
域
住
民
の
民
意
が
十
分
に
反
映

　

さ
れ
て
い
な
い

等
の
声
が
あ
り
ま
す
。
今
回
、
「
地

方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

は
、
こ
れ
ら
を
改
善
す
る
た
め
の
教

育
委
員
会
改
革
で
す
。

　

主
要
な
改
革
点
と
し
ま
し
て
は
、

　

教
育
委
員
長
と
教
育
長
を
一
本
化

し
た
新
「
教
育
長
」
の
設
置

　

教
育
長
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強

化
と
会
議
の
透
明
化

　

す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体
に
首
長

が
主
催
す
る
「
総
合
教
育
会
議
」
を

設
置

　

教
育
に
関
す
る
「
大
綱
」
を
首
長

が
策
定

　

で
す
。
し
か
し
、
引
き
続
き
、
最

終
的
な
執
行
権
限
は
教
育
委
員
会
に

留
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、　

の

教
育
長
の
任
命
は
、
首
長
が
議
会
の

同
意
を
得
て
直
接
行
う
た
め
、
地
方

教
育
行
政
に
お
け
る
首
長
の
責
任
も
、

よ
り
明
確
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
新
制
度
は
、
平
成
27
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
が
、
施

行
日
に
在
任
中
の
教
育
長
に
つ
い
て

は
、
任
期
が
満
了
す
る
ま
で
、
ま
た

は
自
ら
退
任
す
る
ま
で
は
現
行
制
度

の
教
育
長
と
し
て
在
職
し
、
徐
々
に

新
制
度
に
移
行
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
間
は
、
従
来
ど
お

り
、
教
育
長
と
非
常
勤
の
教
育
委
員

長
が
併
存
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

旧
教
育
委
員
長
に
つ
い
て
は
、
任

期
が
満
了
し
た
時
点
、
ま
た
は
退
任

し
た
時
点
で
、
教
育
委
員
長
と
し
て

は
失
職
し
ま
す
が
、
教
育
委
員
と
し

て
の
任
期
が
残
っ
て
い
る
間
は
、
引

き
続
き
在
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
の
組
織
に
つ

い
て
、
総
合
教
育
会
議
お
よ
び
大
綱

に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
経
過
措

置
が
設
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
平
成
27

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
た
め
、

旧
教
育
長
が
引
き
続
き
在
職
し
て
い

る
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
対
応

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
会
議
は
原
則
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
村
民
に
開
催
日
時

や
場
所
が
周
知
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

事
実
上
、
村
民
が
傍
聴
で
き
な
い
状

況
で
す
。
村
広
報
誌
な
ど
に
よ
り
周

知
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
弁　

教
育
委
員
会
議
は
原
則
公
開

で
、
教
育
委
員
会
の
透
明
化
を
図
る

上
で
、
会
議
の
傍
聴
は
重
要
で
す
。

今
後
、
会
議
の
開
催
日
時
・
場
所
を

村
広
報
等
に
よ
り
周
知
し
ま
す
。

　

村
民
が
教
育
委
員
会
の
会
議
録
を

閲
覧
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
手
続

き
が
必
要
か
。

答
弁　

現
在
、
教
育
委
員
会
規
則
等

で
は
、
教
育
委
員
会
の
会
議
録
の
公

開
に
関
す
る
規
定
は
定
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
透
明
化
の
た
め
、
会
議

録
の
公
開
・
閲
覧
を
図
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
会

議
録
を
掲
載
し
、
教
育
委
員
会
事
務

局
で
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
検
討
し
ま

す
。
な
お
、
議
事
内
容
の
性
質
に
よ

り
一
部
非
公
開
ま
た
は
、
公
開
の
遅

れ
る
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

精
査
し
た
上
で
実
施
し
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
事
務
局
長
は
、
国
、

県
、
学
校
や
地
域
住
民
な
ど
か
ら
の

膨
大
な
情
報
を
、
教
育
委
員
会
や
個

々
の
教
育
委
員
に
伝
え
る
上
で
心
が

け
て
い
る
こ
と
は
。

答
弁　

児
童
・
生
徒
に
災
害
が
生
じ

る
恐
れ
が
あ
る
場
合
等
は
直
ち
に
教

育
長
へ
報
告
、
村
長
ほ
か
各
機
関
へ

迅
速
な
情
報
提
供
・
対
応
を
図
り
ま

す
。
緊
急
性
の
あ
る
も
の
は
教
育
長

か
ら
各
機
関
へ
の
連
絡
を
密
に
し
、

一
体
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
各
自
治
体
で
の
教
育
行

政
の
課
題
な
ど
、
緊
急
性
を
要
し
な

い
が
重
要
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
も
、

教
育
委
員
会
定
例
会
、
校
長
会
で
連

絡
・
報
告
等
を
緊
密
に
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
・
生
徒
に
被
害
、
も
し
く
は

教
育
委
員
会
所
管
の
施
設
の
故
障
、

破
損
等
に
よ
り
地
域
住
民
に
被
害
が

生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
情
報
等
は
、

事
実
確
認
を
し
て
緊
急
性
を
判
断
、

教
育
長
に
報
告
し
指
示
を
受
け
て
対

応
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
の
一
層
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
組
織
と
し
て
の
教
育
委

員
会
、
教
育
委
員
、
保
護
者
、
地
域

住
民
お
よ
び
学
校
、
教
職
員
と
の
間

に
意
思
疎
通
の
ル
ー
ト
を
確
保
、
教

育
委
員
会
会
議
に
お
け
る
活
発
な
議

論
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

答
弁　

活
発
な
意
見
交
換
は
必
要
と

考
え
ま
す
。

　

毎
月
、
教
育
委
員
会
会
議
を
開
催

し
て
お
り
、
村
校
長
会
の
報
告
、
西

部
教
育
事
務
所
管
内
教
育
長
会
議
の

報
告
を
し
、
質
問
・
情
報
交
換
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
に
は
村
主
催
行
事
、
小

中
学
校
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
、

一
部
委
員
は
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
と
し

て
、
登
下
校
の
指
導
し
、
子
ど
も
た

ち
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

教
職
員
に
は
、
児
童
生
徒
に
対
し

て
、
や
る
気
の
起
き
る
言
葉
が
け
を

す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

今
日
の
不
登
校
や
学
級
崩
壊
等
の

問
題
に
人
間
教
育
の
不
足
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
お
の
お
の
が
で
き
る
こ
と

を
再
確
認
し
、
問
題
が
起
き
て
か
ら

動
く
の
で
は
な
く
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
問
題
解
決
に

努
力
す
る
必
要
あ
り
ま
す
。
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
話
し
や
す
く
、
相
談
し
や

す
い
教
育
委
員
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
首
長
に
総

合
教
育
会
議
の
設
置
や
教
育
に
関
す

る
大
綱
の
策
定
な
ど
の
権
限
が
付
与

さ
れ
る
が
、
村
長
は
ど
の
よ
う
な
考

え
で
こ
れ
ら
の
権
限
を
行
使
す
る
か
。

答
弁　

現
行
法
に
お
い
て
も
、
首
長

は
予
算
の
編
成
・
執
行
や
条
例
案
の

提
出
を
通
じ
て
重
要
な
権
限
を
有
し
、

教
育
行
政
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
が
、
教
育
委
員
会
と
の
意
思

の
疎
通
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。



相
互
の
連
携
を
図
り
、
一
層
民
意
を
反

映
し
た
教
育
行
政
を
推
進
し
て
い
く

た
め
、
総
合
教
育
会
議
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
と
解
し
て
い
ま
す
。

　

大
綱
に
つ
い
て
は
、
首
長
に
大
綱

の
策
定
を
義
務
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
住
民
の
意
向
の
反
映
と
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
教
育
、
学
術
お
よ

び
文
化
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
総

合
的
な
推
進
を
図
る
こ
と
が
目
的
で

す
。
策
定
の
際
は
、
教
育
行
政
に
混

乱
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
教
育
委
員

会
と
の
間
で
十
分
協
議
し
、
調
整
を

し
ま
す
。 

福
島 

重
次
議
員

質
問　

ゴ
ル
フ
場
跡
地
に
つ
い
て

（
内
容
）
ゴ
ル
フ
場
跡
地
の
有
効
利

用
に
つ
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
具
体
的

な
進
展
を
見
ず
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

　

太
陽
光
発
電
等
の
企
業
誘
致
を
進

め
る
議
論
が
中
心
と
な
り
、
進
入
路
、

上
下
水
道
、
企
業
立
地
の
面
的
整
備

等
の
議
論
が
疎
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
議
論
の
進
め
方
に
つ
い
て
根

本
的
に
考
え
直
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
第
５
回
の
会
議
に
お
い
て
、

進
入
路
の
整
備
の
た
め
、
後
日
現
地

調
査
を
行
う
と
の
予
定
で
し
た
が
、

中
止
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
具
体

的
に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

答
弁　

第
２
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議
に
お
い
て
、
計
画
推
進
と
防
災
面

か
ら
も
進
入
路
の
整
備
計
画
が
早
急

に
必
要
と
の
決
定
が
な
さ
れ
、
検
討

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
地

主
さ
ん
の
ご
了
解
を
頂
く
た
め
に
、

村
長
自
ら
小
川
町
の
地
主
さ
ん
と
用

地
交
渉
を
行
い
ま
し
た
が
、
了
解
い

た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
や
む
な
く
現
地
踏
査
が

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
委
員
の
皆
様

に
は
、
今
後
会
議
開
催
時
に
ご
説
明

さ
せ
て
頂
く
予
定
で
す
。

　

会
議
資
料
に
よ
る
と
、
小
川
町
の

地
主
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年

９
月
に
跡
地
利
用
に
つ
い
て
全
面
的

に
協
力
す
る
と
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。

地
主
と
の
関
係
に
お
い
て
、
村
執
行

部
の
過
失
が
な
か
っ
た
か
。

答
弁　

平
成
25
年
９
月
20
日
に
、
村

長
・
副
村
長
・
村
内
の
地
主
さ
ん
と

小
川
町
の
地
主
さ
ん
宅
に
伺
い
、
進

入
路
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
と
、
火
災

や
災
害
、
ま
た
ゴ
ル
フ
場
跡
地
の
調

査
等
で
車
が
進
入
す
る
の
に
支
障
が

あ
る
た
め
、
ご
協
力
頂
き
た
い
旨
の

お
願
い
を
し
た
と
こ
ろ
、
相
手
方
よ

り
全
面
協
力
す
る
と
の
ご
返
事
を
頂

き
、
通
行
す
る
こ
と
を
黙
認
す
る
と

の
覚
書
を
、
平
成
25
年
10
月
18
日
付

で
小
川
町
の
地
主
さ
ん
と
村
長
で
締

結
し
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
ゴ
ル
フ

場
跡
地
利
用
計
画
ま
で
の
協
議
は
さ

れ
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

５
回
の
会
議
が
開
か
れ
る
以
前
の

準
備
段
階
に
お
い
て
、
村
執
行
部
の

基
本
方
針
の
取
り
ま
と
め
、
跡
地
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
等
の
具
体
的
プ
ラ
ン

が
あ
っ
た
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な

議
論
が
行
わ
れ
て
い
た
か
。

答
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役
場
幹
部
職
員
に
よ
る
庁
内

会
議
を
開
催
し
、
進
入
路
や
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
し
な
い
と
計
画
の
推
進
は

な
い
と
の
結
論
に
繋
が
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
県
・
国
の
補
助
事
業
を
調

査
し
た
結
果
、
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
が
該
当
す
る
と
の
こ
と
か
ら
、

測
量
に
入
る
予
定
で
し
た
が
、
地
主

さ
ん
の
承
諾
を
い
た
だ
け
て
い
な
い

た
め
中
断
し
て
い
ま
す
。

　

（
株
）東
秩
父
CC
が
平
成
16
年
12
月

に
経
営
破
綻
し
、
破
産
申
立
を
し
た

後
の
東
秩
父
村
の
対
応
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。
ま
た
、
最
初
に
租
税
債
権

を
放
棄
し
、
１
０
０
０
万
円
の
貴
重

な
税
を
投
入
し
て（
株
）東
秩
父
CC
の

所
有
し
て
い
る
土
地
を
取
得
し
た
行

為
は
、
正
し
か
っ
た
の
か
、
ま
た
土

地
を
取
得
す
る
時
点
に
お
い
て
、
進

入
路
の
用
地
が
確
保
で
き
て
い
た
か

ど
う
か
伺
い
た
い
。

答
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当
時（
株
）
東
秩
父
CC
が
滞
納

し
て
い
た
税
額
は
延
滞
金
を
除
き
１

億
３
９
８
万
２
６
０
０
円
で
、
そ
の

大
半
が
特
別
土
地
保
有
税
で
し
た
。

最
終
的
に
村
は
総
て
の
債
権
を
放
棄

し
ま
し
た
が
、
整
理
回
収
機
構
（
Ｒ

Ｃ
Ｃ
）
が
主
導
権
を
握
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
他
、
世
界
有
数
の
資
産
運

用
会
社
で
あ
る
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
サ
ッ

ク
ス
社
も
抵
当
権
を
設
定
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
し
た
が
、

東
京
地
方
裁
判
所
よ
り
選
任
さ
れ
た

破
産
管
財
人
の
弁
護
士
よ
り
、
粗
造

成
さ
れ
た
用
地
が
あ
り
災
害
等
が
発

生
し
た
場
合
の
対
応
、
地
域
住
民
の

安
心
安
全
お
よ
び
保
全
管
理
の
た
め

に
も
村
に
土
地
を
購
入
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
一
番
良
い
方
法
で
は
な
い

か
と
の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
と
し
て
も
、
ゴ
ル
フ
場
造
成
中

に
お
い
て
産
業
廃
棄
物
が
搬
入
さ
れ

た
経
緯
が
あ
り
、
災
害
の
発
生
も
危

惧
さ
れ
た
の
で
、
議
会
の
同
意
を
い

た
だ
き
、
破
産
管
財
人
と
協
議
を
進

め
、
土
地
を
買
い
受
け
ま
し
た
。
そ

の
後
、
債
権
者
集
会
で
破
産
管
財
人

に
よ
る
破
産
処
理
業
務
が
終
了
し
、

村
は
５
６
３
３
万
４
１
５
９
円
の
配

当
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

交
付
要
求
し
た
金
額
に
は
達
し
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
配
当
金
受
領
後
、
残

余
債
権
を
総
て
放
棄
し
た
も
の
で
す
。

高
野 

貞
宜
議
員

質
問　

災
害
に
よ
る
孤
立
集
落
を
発

生
さ
せ
な
い
た
め
の
対
策
に
つ
い
て

（
内
容
）
昨
年
２
月
の
大
雪
で
は
、

東
秩
父
村
で
も
過
去
に
経
験
が
な
い

ほ
ど
の
積
雪
と
な
り
、
各
地
域
と
も

大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、

自
然
災
害
に
対
す
る
備
え
が
必
要
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
孤
立
集
落

を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
ど
の
よ
う

な
対
策
を
す
る
か
。

　

土
砂
崩
れ
防
止
に
つ
い
て
の
対
策

に
つ
い
て
。

答
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土
砂
崩
れ
に
よ
る
対
策
に
つ

い
て
は
、
擁
壁
等
に
よ
る
法
面
の
保

護
を
し
て
い
ま
す
が
、
豪
雨
等
に
見

舞
わ
れ
た
際
に
ど
こ
で
崩
落
す
る
か

は
予
想
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
崩
落

し
た
箇
所
を
復
旧
工
事
に
よ
り
対
応

す
る
こ
と
が
大
半
で
す
。
事
後
の
対

策
に
つ
い
て
は
、
台
風
の
接
近
時
や

豪
雨
時
に
は
、
役
場
で
担
当
職
員
が

待
機
し
て
、
土
砂
災
害
が
発
生
し
、

道
路
交
通
に
影
響
が
出
る
際
に
は
、

村
内
業
者
と
連
携
し
早
期
に
交
通
が

復
旧
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
現
在
で
は
、
土
砂
災
害
防
止

法
に
よ
り
、
避
難
に
よ
り
生
命
と
身

体
を
守
る
よ
う
な
ソ
フ
ト
事
業
も
埼

玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
に
よ

り
行
っ
て
お
り
、
土
地
の
形
質
や
沢

等
を
調
査
し
、
土
砂
災
害
が
発
生
す

る
恐
れ
の
あ
る
範
囲
を
警
戒
区
域
等

で
示
し
説
明
会
を
開
催
し
、
住
民
に

周
知
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
村

と
し
て
も
県
と
連
携
を
し
て
、
ハ
ー

ド
事
業
と
ソ
フ
ト
事
業
の
両
面
か
ら

土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

倒
木
対
策
に
つ
い
て

答
弁　

昨
年
、
大
雪
の
影
響
で
日
常

生
活
や
道
路
交
通
に
相
当
な
影
響
が

あ
っ
た
た
め
、
今
年
度
は
、
降
雪
時

期
と
な
る
１
月
に
広
報
と
同
時
に
道



路
沿
い
の
倒
れ
る
危
険
性
が
あ
る
立

木
に
つ
い
て
事
前
に
伐
採
す
る
よ
う

お
願
い
を
し
ま
し
た
。
県
や
村
で
は

道
路
に
倒
れ
た
木
に
つ
い
て
は
、
緊

急
措
置
と
し
て
撤
去
作
業
を
村
職
員

や
地
元
業
者
に
依
頼
し
倒
木
を
撤
去

し
て
い
ま
す
が
、
通
常
、
立
木
に
は

所
有
権
が
あ
り
、
村
有
地
以
外
の
立

木
は
村
で
は
伐
採
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
道
路
を
管
理
す
る
上

で
道
路
交
通
等
に
支
障
の
恐
れ
が
あ

る
立
木
の
伐
採
に
つ
い
て
お
願
い
の

文
書
を
発
送
し
ま
し
た
。
そ
の
文
書

に
よ
り
、
地
元
で
地
権
者
と
協
議
し
、

道
路
沿
い
の
立
木
に
つ
い
て
伐
採
し

て
道
路
交
通
を
保
全
し
よ
う
と
活
動

を
し
て
い
る
地
区
も
出
て
き
て
い
ま

す
。
今
後
も
地
元
住
民
や
地
権
者
の

理
解
を
得
な
が
ら
、
倒
木
に
よ
る
支

障
を
最
小
限
に
抑
制
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

　

孤
立
状
態
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て

答
弁　

昨
年
の
大
雪
は
、
一
部
地
域

で
は
数
日
に
渡
り
道
路
が
閉
ざ
さ
れ
、

孤
立
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

台
風
等
に
よ
る
大
雨
で
道
路
が
決
壊

し
、
孤
立
し
た
家
も
過
去
に
は
あ
り

ま
し
た
。
昨
年
の
大
雪
に
限
ら
ず
、

最
も
優
先
し
た
こ
と
は
人
命
に
関
す

る
こ
と
で
、
家
族
、
関
係
者
よ
り
情

報
を
い
た
だ
き
、
早
急
に
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
方
を
優
先
し
、
対

処
す
る
も
の
で
し
た
。
本
村
は
山
間

地
域
に
生
活
す
る
人
が
多
く
お
り
、

な
お
か
つ
近
年
高
齢
化
が
進
行
し
て

い
る
た
め
、
災
害
時
で
も
連
絡
が
取

れ
る
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
が
非
常

に
重
要
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
各
家

庭
に
お
い
て
も
非
常
時
に
対
応
す
る

た
め
、
食
料
の
備
蓄
を
勧
め
ま
す
。

今
後
も
異
常
気
象
等
に
よ
る
災
害
に

備
え
、
個
人
情
報
を
的
確
に
把
握
し
、

個
別
に
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
決
め
ら
れ

た
日
時
に
通
院
す
る
必
要
の
あ
る
方

に
は
早
め
の
避
難
を
呼
び
か
け
た
い

と
考
え
ま
す
。　

　   第２土曜日玄関を開きます
　平成２７年４月から６月までの３ヶ月間試験的に、第２
土曜日の午前８時３０分から正午の間に限り、役場の玄関
を開け、日直が２人体制となります。なお、個別事由でご
来庁の際は、前日の午後５時までに担当者にご連絡ください。
　　　　　問合せ　　８２－１２２６（総務課）
　　　　　　　　　　８２－１２２１（代表）

　若者の定住化を促進し、空き家バンクの利活用を図るため、東秩父村へ移住する若年層の世帯に対
し、村では空き家バンク助成金を交付します。
　空き家バンク助成金には、子育て助成金、空き家リフォーム工事助成金の２種類があります。２種
類の助成金を併用することもできます。

★助成金対象事業
（１）子育て助成金
　　　空き家バンクを利用して東秩父村に移住　
　　　し、子育てを行う方に助成金が交付され
　　　ます。
（２）空き家リフォーム工事助成金
　　　村外からの移住者が利用する空き家に修
　　　理が必要な場合、子育て世帯等に限り、
　　　リフォームの助成が受けられます。空き
　　　家所有者からの申請も可能です。

★助成金対象者
（１）子育て助成金
　　　申請日において、中学生以下の子どもが
　　　いる世帯の世帯主であること等。
（２）空き家リフォーム工事助成金
　　　共に満４５歳未満の夫婦、中学生以下の子どもがいること等。
　　　※詳しくは、産業建設課までお問合せください。

★補助率
（１）子育て助成金　一律２０万円（１回限り）。　
（２）空き家リフォーム工事助成金　総額２０万円以上（対象となる経費のみ）の工事で、総額の２分の１に
         相当する額。上限は３０万円。
●問合せ　産業建設課 　８２－１２２２

空き家
バンク

　助成
金

を交付
します

「空き家バンク」登録から
　助成金の利用までの流れ

　　　　 役　場
○空き家情報の登録・提供
○利用希望者の登録・提供

    空き家所有者
○空き家情報の登録
○利用希望者の提供
　を受ける

    利用希望者
○利用希望者登録
○空き家情報の提供
　を受ける

○当事者間で交渉・契約

空き家バンク助成金の利用

情報の登録
　・提供

情報の登録
　・提供

空き家を
　　有効活用しませんか？



国 民 健 康 保 険

介 　 護 　 保 　 険

合併処理浄化槽事業

後 期 高 齢 者 医 療

簡 易 水 道 事 業

　　　　計

平成27年度

1 , 8 10 , 0 0 0

495 , 0 0 0

452 , 7 0 0

47 , 0 0 0

34 , 7 0 0

86 , 7 0 0

1 , 1 1 6 , 1 0 0

2 , 9 2 6 , 1 0 0

平成26年度

1 , 7 50 , 0 0 0

453 , 0 0 0

432 , 3 0 0

46 , 0 0 0

36 , 4 0 0

91 , 1 0 0

1 , 0 5 8 , 8 0 0

2 , 8 0 8 , 8 0 0

増　減　額

60 , 0 00

42 , 0 0 0

20 , 4 0 0

1 , 0 0 0

△1 , 7 00

△4 , 4 00

57 , 3 0 0

117 , 3 0 0

  伸  び 率

3 . 4  

9 . 3  

4 . 7  

2 . 2  

△4 . 7  

△4 . 8  

5 . 4  

　　 4 . 1 8  

会 計 別 予 算 額

（単位：千円、％）

特　

別　

会　

計

歳　

入

歳　

出

主
要
事
業

特
別
会
計会　　　計　　　名

一 　 般 　 会 　 計

予 　 算 　 総 　 額

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　

18
億
１
０
０
０
万
円
で
編
成

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　

18
億
１
０
０
０
万
円
で
編
成

　

歳
入
は
、
税
収
な
ど
の
「
自
主
財

源
」
と
国
や
県
に
頼
っ
た
「
依
存
財

源
」
の
大
き
く
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
「
自
主
財
源
」
が
多
い
ほ
ど
、

村
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
た
り
、

将
来
に
向
け
て
積
立
を
行
う
な
ど
行

政
の
自
主
性
と
安
定
性
が
確
保
さ
れ

ま
す
。

　

東
秩
父
村
は
、
「
自
主
財
源
」
が

全
体
の
25
・
５
％
で
、
依
然
と
し
て

財
源
の
多
く
を
「
依
存
財
源
」
が
占

め
て
い
る
状
況
で
す
。

　

一
般
会
計
予
算
に
お
け
る
歳
入
は
、

昨
年
度
と
比
較
し
て
、
長
期
化
し
て

い
る
経
済
不
況
に
よ
り
、
個
人
住
民

税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
村
税
は
１

３
０
９
万
円
減
額
し
２
億
３
１
９
９

万
円
と
な
り
、
ま
た
、
村
の
骨
格
で

あ
る
地
方
交
付
税
は
２
３
０
０
万
円

の
減
額
と
な
り
10
億
７
０
０
万
円
を

見
込
み
ま
し
た
（
歳
入
総
額
の
55
・

　

平
成
27
年
度
当
初
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
こ
数
年
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
、
引
き
続
き
経

常
経
費
の
削
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
誰
も
が
住
み
や
す
い
村
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
予
算
編
成
を
行
い
、
本

年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
総
額
18
億
１
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
（
前
年
度
比
６
０
０
０
万
円
増
額
）
。

　

本
年
度
予
算
は
、
主
に
子
育
て
支
援
・
高
齢
者
福
祉
や
保
健
事
業
・
生
活
環
境
の
充
実
、
観
光
振
興
に
重
点
を

置
い
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
措
置
の
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
の
活
用
を
行
う
も
の
の
、

財
源
不
足
を
補
う
た
め
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
１
億
５
０
０
０
万
円
の
繰
り
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

７
％
）
。

　

し
か
し
、
県
支
出
金
に
お
い
て
は
、

市
町
村
有
施
設
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
等
導
入
事
業
補
助
金
等
の
た
め
、

昨
年
度
よ
り
２
８
３
２
万
円
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
民
生
費
、
土
木
費
、
消

防
費
等
が
減
額
と
な
っ
た
も
の
の
、

総
務
費
、
衛
生
費
、
商
工
費
等
で
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

性
質
別
歳
出
は
「
義
務
的
経
費
」

と
「
投
資
的
経
費
」
、「
そ
の
他
の
経

費
」
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
義
務
的
経
費
」
は
人
件
費
、
扶
助

費
、
公
債
費
で
構
成
さ
れ
、
支
出
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
経
費
で
、
人

件
費
は
前
年
度
と
比
較
し
て
１
６
２

０
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
は
、
道
路
や
公
共
施

設
の
建
設
な
ど
行
政
水
準
の
向
上
に

か
か
る
経
費
で
、
普
通
建
設
事
業
費
、

災
害
復
旧
事
業
費
か
ら
構
成
さ
れ
ま

す
。
今
年
度
の
投
資
的
経
費
は
２
億

１
２
８
７
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較

し
て
１
０
４
７
万
円
減
額
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
の
主
要
事
業
は
、
事

業
区
分
の
再
編
が
行
わ
れ
、
新
規
事

業
と
し
て
「
定
住
促
進
」
、「
伝
統
・

文
化
」
な
ど
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

定
住
促
進
事
業
と
し
て
、
転
入
者

に
対
す
る
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
の
助

成
、
出
産
へ
の
お
祝
い
金
の
給
付
を

行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
若
者
の

定
住
、
他
市
町
村
か
ら
の
移
住
者
の

増
加
を
目
的
と
し
て
支
援
を
行
い
、

村
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
伝
統
・
文
化
事
業
と
し
て
、

昨
年
11
月
の
細
川
紙
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
登
録
決
定
に
伴
い
、
小
川

町
と
共
同
し
、
細
川
紙
の
さ
ら
な
る

発
展
を
図
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
一
般
会
計
と
は
別
に
、

特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
、
そ
こ

か
ら
発
生
す
る
特
定
の
収
入
を
支
出

に
充
て
て
独
立
し
て
や
り
く
り
す
る

特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
や
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
な
ど
５
つ
の
特
別
会
計
の
予

算
総
額
は
11
億
１
６
１
０
万
円
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
５
７
３
０
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。



18.1億円
性質別歳出 歳 入

18.1億円

　　　 平成27年度の主要事業

◆子育て支援・子ども医療費無料化　　  　  　　７０８万円

◆高齢者福祉・インフルエンザ・肺炎球菌ワクチン接種補助 ３４３万円

◆障害者支援・障害児（者）の生活サポート（介護派遣料等補助） ４５９万円

◆保健の充実・結核検診、がん検診、各種予防接種補助 １,０３３万円

◆防 災 対 策・地域防災計画の見直し                 １４２万円

◆生活・環境・生活道路・橋梁整備                  ４,１７０万円

◆定 住 促 進・空き家リフォーム工事助成             ５０万円

　　　　　  ・出産お祝い金給付　           １１０万円

◆観　　　光・観光PR強化（ハイキングマップ作成等） ２２２万円

◆教　　　育・中学校体育館バスケットボード修繕・舞台幕交換工事 ２８６万円

◆伝 統 文 化・ユネスコ登録に伴い、和紙の活性化を図る ２００万円

　　　　　  ・文化財パンフレットの作成          　７５万円

◆村民と恊働・地域計画に基づく事業の実施　    ２８０万円

　    基金・村債の状況 
　　　  （２７年度末見込額）

◆基 金（貯金） １６億２,１０９万円 

　　　　　  　（前年度比5,374万円減）

　　　　　　　 うち財政調整基金

　　　　　　   １２億５,６５５万円

◆村 債（借金）１７億３,２５４万円

                      特別会計を含む

　　　　　　  （前年度比8,555万円増）

一般会計予算の状況

単位：千円単位：千円

地方譲与税等
73,152
　4.0%

国庫支出金
101,369
　5.6%

村債
70,000
　3.9%

その他
68,042
  3.8%

村税
231,989
12.8%

地方交付税
1,007,000
　55.6%

県支出金
95,444
 5.3%

繰入金
163,004　9.0%

維持補修費
29,840　1.6%

扶助費
116,816
  6.5%

繰出金
234,485
  13.0%

その他
11,534
 0.6%

人件費
463,889
 25.6%

物件費
380,426
 21.0%

補助費等
261,218
 14.4%

公債費
98,930
  5.5%

普通建設事業費
216,380
12.2%

普通建設事業費
212,862
11.8%

４月より
　小学生中学生の
給食費助成金を増額します！

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

　子育ての経済的負担を軽減

するため、４月から村内小・

中学校に通う児童・生徒の給

食費助成金を1,000円から

2,000円に増額します。



◆
入
選
＝
東
秩
父
村
観
光
協
会
長
賞（
敬
称
略
）

馬
場　
　

章
（
東
秩
父
村
・
坂
本
）

町
田　

正
雄
（
美
里
町
）

栗
島　

光
政
（
東
秩
父
村
・
御
堂
）

鈴
木　

清
子
（
さ
い
た
ま
市
）

眞
下　

政
則
（
東
秩
父
村
・
大
内
沢
）

栗
島　

祥
次
（
東
秩
父
村
・
御
堂
）

澤
田　

清
志
（
上
尾
市
）

栗
島　

富
雄
（
東
秩
父
村
・
御
堂
）

武
内　

道
直
（
寄
居
町
）

田
中　

三
郎
（
小
川
町
）

大
木　

晴
雄
（
東
松
山
市
）

長
谷
川　

孝
（
熊
谷
市
）

真
下　

廣
義
（
深
谷
市
）

野
口　

仲
一
（
さ
い
た
ま
市
）

栗
島　
　

脩
（
東
秩
父
村
・
御
堂
）

◎
な
お
、
入
選
作
品
の
展
示
会
を
『
和
紙
の
里
文

化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
（
５
月
16
日
〜
17
日
）
の

「
東
秩
父
村
和
紙
の
里
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
内
に
お
い

て
開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

東秩父村「第９回観光写真コンクール」
　　　　　入賞者発表

▲推薦「バンザイ（細川紙）」福島榮二さん

▲特選「愛宕山、宵のツリー」村上　勇さん

▲特選「紙すき体験」吉田文治さん

　

東
秩
父
村
観
光
協
会
主
催
の
第
９
回
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
が
開　

催
さ
れ
、
村
内
外
か
ら
あ
わ
せ
て
応
募
者
41
名
、
応
募
作
品
数
１
３

５
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
が
１
月
14
日
に

開
か
れ
、
推
薦
１
点
、
特
選
３
点
、
入
選
15
点
が
入
賞
と
な
り
、
２

月
17
日
、
東
秩
父
村
和
紙
の
里
に
お
い
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

◆
推
薦
＝
埼
玉
県
知
事
賞
・
東
秩
父
村
長
賞

　
　

「
バ
ン
ザ
イ
（
細
川
紙
）」
福
島　

榮
二
（
東
秩
父
村
・
御
堂
）

◆
特
選
＝
東
秩
父
村
議
会
議
長
賞

　
　

「
愛
宕
山
、
宵
の
ツ
リ
ー
」
村
上　

勇
（
深
谷
市
）

◆
特
選
＝
東
秩
父
村
商
工
会
長
賞

　
　

「
紙
す
き
体
験
」
吉
田　

文
治
（
小
川
町
）

◆
特
選
＝
埼
玉
中
央
農
業
協
同
組
合
長
賞

　
　

「
川
探
検
」
橋
本　

和
明
（
東
秩
父
村
・
白
石
）

▲特選「川探険」橋本和明さん



◎支給対象者
　平成２７年４月１日以降に出産したお子さんを養育する父また

は母で、お子さんの出産日に１年以上村内に居住し、東秩父村の

住民基本台帳に記載されていること。

◎支給金額
　第１子　　　　５０，０００円

　第２子　　　１００，０００円

　第３子以上　１５０，０００円

◎申請手続き
　出産祝い金受給資格認定申請書にご記入の上、役場住民福祉課

へ申請してください。

（振込希望口座の預金通帳および認印を持参してください）

◎支払い方法
　申請の際に指定された口座に振り込みになります。（申請受付

後、支給の可否について通知します。その後、ご指定の口座に振

り込みます）

◎申請期限
　出産祝い金認定申請書は、お子さんの出産の日から６０日以内

に提出してください。

◎問合せ先
　住民福祉課　福祉年金担当　 ８２－１２２１

西小学校跡地へ特別養護
老人ホーム誘致を決定
　平成２４年度（平成２５年３月末）で西小学校が学

校統合により閉校となり、村有財産である小学校校舎

は、今後、学校教育施設としては使用しないこととな

ります。そこで、村では、敷地等の利活用について、

平成２６年１１月に「西小学校跡地検討委員会」を設

置し、検討を行ってきました。

　委員会では、村の高齢化が進む中で、高齢者のため

に利用するのが望ましいとの意見があり、審議の結果、

特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）を誘致する

ことに決定しました。

　なお、村では委員会の決定を受け、地元である坂本

地区の住民の皆さまを対象に、２月１２日に説明会を

開催し、ご理解をいただきました。

　今後、特別養護老人ホーム誘致の進捗状況について

は、その都度広報誌等でお知らせします。

　なお、旧西小学校体育館は、耐震化しており従来ど

おり社会体育施設および災害時の避難場所として、今

後も活用していきます。

◎問合せ先　住民福祉課 福祉年金担当

　　　　　　　　　 ８２－１２２１

平成２７年度に戸籍の届出を
される方へお願い
　国勢調査の実施年度のため、「厚生労働省による人口動態統計

に基づく調査」の適用を受け、戸籍の届出には職業等の記入が必

要です。皆さんのご協力をお願いします。

期　　間　４月１日(水)～平成２８年３月３１日(木)

種　　類　出生・死亡・死産・婚姻・離婚の届出

記載方法　届出書類の職業欄にご記入ください。

　　　　　記入例：医師・教員など・・・「専門・技術職」

　　　　　一般事務員など・・・「事務職」

　　　　　販売店員・営業職従事者など・・・「販売職」

　　　　　美容師・ホームヘルパーなど・・・「サービス職」

※死亡届には「農業」「建設業」「製造業」「不動産業」といっ

　た産業もあわせてご記入ください。

※市区町村役場の窓口に「出生・死亡・死産・婚姻・離婚の届出

　をされる方にお願い」(職業・産業例示表)がありますので、ご

　参照ください。

問合せ　住民福祉課 戸籍担当 　８２－１２２１

住民基本台帳の閲覧が行われました
　東秩父村住民基本台帳の一部の写しの閲覧に関する事務取扱要

綱第１４条第１項第１号及び第２号の規定により公表いたします。

・申　出　者　の　氏　名：セントラルコンサルタント株式会社　

　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　馬場直俊

・利 用 目 的 の 概 要：「平成２６年度埼玉県お墓に関する意

　　　　　　　　　　　　識調査」の対象者抽出

・閲　覧　年　月　日：平成２６年７月３０日

・閲覧に係る住民の範囲：東秩父村に在住の満４０歳以上の男女

学生納付特例制度について 
　２０歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入

しなければなりません。しかし、学生の方は一般的に

所得がない場合や少ないため、本人の所得が一定額以

下の場合、国民年金保険料の納付が猶予される「学生

納付特例制度」があります。

対象となる学生は　大学（大学院）、短期大学、高等

学校、高等専門学校、専修学校および各種学校（修業

年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分

校に在学する方です。また、夜間・定時制課程や通信

課程のかたも含まれます。

学生納付特例の承認期間は　４月（または２０歳誕生

月）から翌年３月までです。

　学生納付特例を承認された方で、引き続き同じ学校

に在学予定である場合、4月始めに「学生納付特例申

請書（はがき）」が送られてきますので、引き続き学

生であれば、必要事項を記入のうえご返送ください。

ただし、在学する学校などを変更された方は、村役場

国民年金担当窓口で申請手続きが必要です。

＊学生以外の３０歳未満の方の場合には、本人および

　配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険

　料の納付が猶予される「若年者納付猶予制度」があ

　ります。

＊これらの制度の申請を行わず、保険料を未納のまま

　にしておくと、不慮の事故などにより障害が残った

　場合に、障害年金を受けることができなくなります。

　なお、承認された期間は老齢基礎年金を受け取るた

　めに必要な期間に算入されますが、年金額には反映

　されません。就職などで、収入が得られるようにな

　った場合は将来受け取る年金を増額するため、１０

　年以内であれば、保険料を納めることができる「追

　納制度」が利用できます。

� 住民福祉課 福祉年金担当　   ８２－１２２１ 

� 秩父年金事務所　 ０４９４－２７－６５６０　

東秩父村出産祝い金
東秩父村ではお子様の誕生を祝い、健やかな成
長を願って、出産祝い金を支給します。

“お父さんまたはお母さんからの申請が必要です！”



●「介護予防」とは・・・

　「できるかぎり介護が必要にならないようにする」「もし介護が必要になってもそれ以上悪化させないように

する」ことを目的としています。年とともにあらわれる「老化」はある程度仕方のないことですが、そのまま放

っておくと、生活をする上で支障が現れ、悪化すると「介護を必要とする状態」となってしまいます。体力が落

ちてきた、ちょっとしたところでもつまずいて転びやすくなった、など老化のサインを早期に発見し、早期に対

応していくことが大切です。

　いつまでも元気に自分らしく過ごすために、介護予防事業に参加してみませんか？

介護予防事業に参加してみませんか

       にっこり運動教室
運動の強さ：★★（中等度）

       しっかり運動教室
運動の強さ：★★★（強い）

　　らくらく貯筋教室
運動の強さ：★（やさしい）

対象者：村内在住の６５歳以上で、
　　　　歩くときにふらつく、階
　　　　段の昇り降りや椅子から
　　　　の立ち上がりには支えが
　　　　必要、転倒への不安が大
　　　　きいなど、運動機能の低
　　　　下を感じる方。
内容：椅子に座って行う運動中心
回数：月２～３回

対象者：村内在住の６５歳以上で、
　　　　らくらく貯筋教室の対象
　　　　にはならず、片足で６０
　　　　秒以上立っていることが
　　　　難しい方。

内容：椅子に座って行う運動中心
回数：月１～２回

対象者：村内在住の６５歳以上で、
　　　　らくらく貯筋教室の対象
　　　　にはならず、片足で６０
　　　　秒以上立っていられる筋
　　　　力のある方。

内容：立って行う運動中心
回数：月１～２回

※片足立ちは、手すりなどにすぐにつかまれる場所で行い、不安がある場合は相談してください。

はつらつクラブ

時　間：午後１時３０分～午後３時３０分

会　場：（東地区）高齢者生きがいセンター

　　　　（西地区）ふれあいセンター槻川

　　　　（希望者は送迎します）

対象者：６５歳以上の村内在住者。

内　容：血圧測定・踊り・歌・手芸・野外活動など

参加費：１００円（当日集金）

回　数：各地区月1回

※ボランティアとして協力してくださる方も募集してい

　ます。

時　間：午前１０時～午後２時

会　場：地区の集会所など（希望者は送迎します）

対象者：村内在住者。

内　容：血圧測定・体操・昼食・レクリエーション

� など

昼食代：２００円（当日集金）

回　数：各地区年２～３回

申込み：区長さんに参加者募集の回覧をお願いしてい

　　　　　ます。

※参加希望の方は、事前にご連絡ください。

※開催日等については、広報と一緒にお配りした事業予定表をご覧ください。

問合せ：地域包括支援センター 　８２－１１１６

【集い】

【運動教室】時間：午後１時３０分～午後３時３０分　会場：保健センター（希望者は送迎します）

いきいきサロン

　３月９日（月）、保健センターにおいて、「東西合同いきいき
サロン」が行われました。当日は、５７人の方が参加され、１１
人のボランティアの方に協力をいただきました。
　皆さんで一緒に歌ったり、カラオケや踊りを披露するなど、充
実した時間を過ごせたようです。
　「いきいきサロン」は地域包括支援センターで行っている介護
予防に関する取組の一つで、地域のボランティアの方々を中心に
参加者の皆さんと内容を検討しながら実施しています。興味のあ
る方はぜひご参加ください！

『東西合同いきいきサロン』を開催



※ソフトエアロビは、適度に汗をかく程度の全身運動です。参加者の様子を見ながら進めていきますので、運
　動の苦手な方や初めての方でも無理なく取り組めます。

日　時　上の表のとおり
会　場　保健センター
対　象　おおむね３０歳～６５歳までの在住、在勤者
持　物　運動のできる服装、運動靴（内履き)、タオル、飲物
申込み・問合せ　保健センター 　８２－１５５７
※ 年間申込みと「楽しく体を動かそう１」の申込みは 5月1日（金）までとなります。

心身軽やか運動教室
　あたたかくなりました。保健センターの運動教室もいよいよスタートです。今年度は年間申込みと

プログラムごとの申込みを受け付けます。

楽しく体をうごかそう１

遠藤良江先生

ヨガ教室

新島登美子先生

楽しく体をうごかそう２

遠藤良江先生

自彊術（じきゅうじゅつ）

船木英子先生

たっぷりストレッチ

近江みよ子先生

ソフトエアロビ

田島智恵子先生

楽しく体をうごかそう３

遠藤良江先生

13：30～15：00 10：00～11：30 19：00～20：30 10：00～12：00 13：30～15：00 13：30～15：00 13：30～15：00

5月  7日（木）

5月14日（木）

5月28日（木）

6月  2日（火）

6月  9日（火）

6月16日（火）

6月23日（火）

19：00～20：30

7月  1日（水）

7月  8日（水）

7月15日（水）

7月22日（水）

9月  3日（木）

9月10日（木）

9月17日（木）

9月24日（木）

10月  6日（火）

10月13日（火）

10月20日（火）

10月27日（火）

11月  5日（木）

11月12日（木）

11月19日（木）

11月26日（木）

12月  3日（木）

12月10日（木）

12月17日（木）

12月24日（木）

1月14日（木）

1月21日（木）

1月28日（木）

2月  4日（木）

感じよう、桜色の風、新緑の香り、
　　　　　　　　澄み渡る真っ青な空

〈花まつり〉開催します！！ ４月５日（日）午前１１時～

“虎山が生んだ”親父バンドを越えたG３バンド
　Tukigawa  G３ BAND　登場！！

　虎山に響き渡る、太鼓の演奏

　あのキャラクターのコスプレ達が、大集合！！

　コスBONファンタジー主催：全国コスプレ撮影会開催

　屋台販売もあります！　虎山観桜会事務局　82-1086

　３月６日（金）、東秩父村観光大使の落語家・林家たい平

さんが東秩父村に２月に引き続きお越しいただきました。当

日は文化放送の番組「林家たい平 咲いて！孫心（まごころ）

夢ごころ」の収録で訪れ、和紙の里でそばや特産品を堪能し

た後、和紙すきに挑戦されました。観光大使になられてから

初の訪問でしたが、東秩父村の魅力を存分に味わい、メディ

アに発信していただきました。

　和紙すきを終えて、たい平さんは、「こんな和紙がある東

秩父村の観光大使になれたことを誇りに思います。自分のま

わりの人たちにも村をどんどん発信していきます！」と大使

としての意気込みを改めて語ってくれました。

林家たい平さん 東秩父村を満喫

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
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　  東秩父写友会　

―花の中の写真展
　を開催します― 

み
ど
う
の
杜
俳
句
会

『イニシエーションラブ』 
　　　　　　　　　乾くるみ著

　一読すると８０年代のほろ苦くて
くすぐったい普通の恋愛小説ですが
最後から２行目を読むと「？」。
作者が仕掛けたトリックを探しなが
らもう一度読み返したくなる本です。

『なんでも魔女商会 夜空のダイヤモンド』 
　　　　　　　あんびるやすこ著
　かわいらしい挿絵と振り仮名つき
の大きな文字で小学校低学年からで
も楽しめます。
　シリーズ化されているので他の物
語も読んでみてはいかがでしょうか？　

　色とりどりの花が咲き誇

る早春の白石地内において、

東秩父写友会主催の「花の中
の写真展」を開催します。

　皆さまのお越しをお待ちしています!!

開催期間　４月４日（土）～４月２６日（日）

場　　所　白石地内

　　　　　橋本宅前

問 合 せ　東秩父

　　　　　写友会

　　　　　会長

　　　　　栗島光政

　　８２－０１７８
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合
植
う
る
日
当
り
の
良
き
花
壇
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
野　

ト
ヨ

ふ
と
仰
ぎ
犬
の
形
の
春
の
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

好
子

百
合
植
ゑ
て
目
印
に
棒
立
て
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
野
は
つ
志

猫
柳
右
も
左
も
水
流
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
場　
　

芳

葉
牡
丹
の
渦
に
粉
雪
か
か
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
田　

静
枝

三
三
五
五
腰
を
屈
め
て
梅
見
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
原　

リ
ウ

粘
土
細
工
の
羊
を
飾
り
春
浅
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
口
利
江
子

春
寒
や
土
新
ら
し
き
も
ぐ
ら
塚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
引
出
し
に
あ
る

チ
ョ
コ
レ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
口　

真
吾

霜
柱
体
操
の
庭
猫
よ
ぎ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
野　

利
雄

日
向
ひ
に
捨
水
切
つ
て
紙
漉
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

美
子

朝
露
に
頭
を
た
れ
し
菜
の
花
よ

我
も
淋
し
や
三
寒
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉　

京
子

鐘
一
つ
な
ら
し
て
清
し
長
慶
寺

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
こ
れ
よ
り
始
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
美
枝
子

町
に
住
む
友
よ
り
の
電
話
は
蕗
の
と
う

出
づ
れ
ば
取
り
に
行
き
た
し
と
言
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

美
江

二
十
年
こ
れ
も
リ
ハ
ビ
リ
、
リ
ハ
ビ
リ
と

明
日
を
見
つ
め
て
齢
重
ぬ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
石　

礼
子

半
生
を
支
え
て
く
れ
し
無
二
の
友

天
国
か
ら
の
携
帯
電
話
と
ゞ
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
阿
里
子

よ
わ
い

で　

ん　

わ　



東
秩
父
村
人
権
・
同
和
問
題
啓
発

　
　
　
　
　
　

指
導
者
養
成
講
座
を
開
催

人　

権　

シ　

リ　

ー　

ズ
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し

原　

  

篤 

次 

く
ん
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２
月
26
日
お
よ
び
３
月
５
日
の
２

日
間
東
秩
父
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
東
秩
父
村
人
権
・
同

和
問
題
啓
発
指
導
者
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
毎
年
議
会
議
員
、
民
生

委
員
、
行
政
区
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、

各
社
会
教
育
団
体
や
企
業
職
員
の
方

な
ど
を
対
象
に
、
人
権
・
同
和
問
題

に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
理
解
を
深

め
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
積
極
的
に

行
動
で
き
る
指
導
者
の
育
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

初
日
の
講
演
で
は
、
鳩
山
町
立
鳩

山
中
学
校
長
の
田
中
辰
弥
先
生
に

『
ど
う
し
て
人
権
教
育
を
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
』
と
題
し
て
、

自
分
の
大
切
さ
と
と
も
に
、
他
の
人

の
大
切
さ
を
認
め
る
こ
と
や
人
権
が

守
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
誰
も
が
差

別
や
偏
見
を
な
く
し
正
し
い
知
識
と

行
動
が
と
れ
る
よ
う
、
人
権
教
育
の

必
要
性
を
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

２
日
目
の
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、

講
演
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
を
し
て
の
意
見

交
換
が
行
わ
れ
、
３
つ
の
グ
ル
ー
プ

と
も
活
発
な
グ
ル
ー
プ
討
議
が
行
わ

れ
、
有
意
義
な
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
受
講
者
の
方
に
は
修
了

証
が
交
付
さ
れ
、
今
後
、
地
域
や
職

場
に
お
い
て
人
権
・
同
和
教
育
に
関

す
る
指
導
者
と
し
て
の
活
躍
を
期
待

す
る
も
の
で
す
。　

　
　
　
　
　

東
秩
父
村
教
育
委
員
会

生年月日　平成２６年３月４日

　　　　　　　　（大字安戸）

お父さん：利　次 さん

お母さん：ま　ゆ さん

　こんにちは。初めまして。

　僕の名前は、篤次です。

　今、歩きの特訓中！早く上手に

なって大好きなお兄ちゃんと、い

っぱいお散歩行きたいな♪

◆ 和紙フラワー作り
　　教室を開催します◆
　ユネスコ無形文化遺産に登録された細川紙で「コサージュ」

を作ってみませんか。自分で作ったコサージュをスカーフ止

めなどにしたらステキですよ。みなさんの参加をお待ちして

います。

日　　時　５月１０日（日） 午前９時 ～正午まで�

場　　所　高齢者生きがいセンター

講　　師　新井 マサ 氏

参 加 費  ５００円

募集人数　１５名（村内在住または在勤の方） 

持 ち 物　はさみ、ボンド、ものさし、鉛筆、など

そ の 他　出来上がった作品は和紙の里文化フェスティバル

　　　　　で展示させていただき、その後各自にお返ししま

　　　　　す。

申 込 み　４月２２日（水）までに教育委員会へお申込みく

               ださい。

　　　申込み・問合せ 教育委員会 　８２－１２３０

　　　  第27回和紙の里　

   東ちちぶハイキング
　毎年、村では村内の観光スポットを知っていただくた

めにハイキングを実施しています。今回は萩平コースを

歩きます。

開催月日　５月２日（土）雨天中止

　　　　　（中止の場合は防災無線でお知らせします）

集合場所　ふれあい広場

集合時間　午前９時 和紙の里到着予定：正午頃

コ ー ス　ふれあい広場～森林管理道萩帯線～和紙の里

　　　　　（和紙の里で昼食後自由解散となります）

参 加 費　無料

持 ち 物　昼食、飲み物、雨具、その他ハイキングで必

　　　　　要と思われるもの

協　　力　各学校ＰＴＡ・アマチュア無線クラブ・スポ

　　　　　ーツ推進委員会

問 合 せ　東秩父村教育委員会 　８２－１２３０



どこかで買う「タバコ」なら、タバコは「地元」で買いましょう！

産業建設課82ー1222・82ー1223・教育委員会82ー1230・保健センター82ー1557・地域包括支援センター82ー1116

税
金
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

　　東秩父写友会
　　　会員を募集します！！

　東秩父写友会では、写真を楽しむ方
を募集しています。
　ご入会を希望される方は、下記まで
ご連絡ください。お待ちしています！！�

申込み・問合せ 
写友会会長　栗島 光政 　8 2 - 0 1 7 8
または、お近くの写友会会員まで

　 第5回比企地域Ｂ級グルメ&特産品フェスタ
　比企地域のＢ級グルメや特産品が東松山に大集合！！
　比企地域1市7町1村の魅力を発信するイベントとして開催し、今回で5回目に
なります。ぜひ、皆さんこの機会に比企地域のＢ級グルメや特産品をご堪能くだ
さい。
日　時　５月４日（祝・月）、5日（祝・火）午前１０時～午後３時 
　　　　※売切れ次第終了
場　所　（株）丸広百貨店東松山店駐車場
内　容　東秩父名物「イワナの塩焼き」ほか東松山市、滑川町、嵐山町、小川
　　　　町、川島町、吉見町、鳩山町、ときがわ町のＢ級グルメ、特産品の販
　　　　売
� ※比企町村の P Rキャラクターが登場します。ステージイベントも盛
　　　　　りだくさんです。
　　　　※お車でお越しの際は東松山市役所駐車場をご利用ください。
　　　　　混雑が予想されますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。
問合せ　東松山市商工観光課 　２１－１４２７

　　埼玉西武ライオンズ 感謝デーのお知らせ
　埼玉西武ライオンズでは、東秩父村の皆さんへの日頃の感謝の意味を込め、
東秩父村に在住、在勤、在学の皆さまを対象とした感謝デーを実施し、地域限
定の割引入場券を感謝価格でご提供します。皆さまのご来場を心よりお待ちし
ています。
日　　時　５月６日（祝・水）午後１時試合開始
場　　所　西武プリンスドーム（内野指定席Ｂ ※１塁側・３塁側選択可）
対戦相手　オリックス・バファローズ
対　　象　東秩父村在住・在勤・在学の方
料　　金　１，４００円（おとな・こども共通）生ビール・ソフトドリンク 
　　　　　クーポン付
　　　　　※前売・当日販売あり（当日は午前１０時に入場券販売開始予定）
購入方法　西武ドームチケットセンター窓口およびライオンズストア＠大宮ア
　　　　　ルシェ／所沢Sta.／本川越Sta.／西武池袋本店にて、東秩父村に在住
　　　　　・在勤・在学とわかるもの（免許証、保険証、社員証、学生証など）
　　　　　をご提示ください。お一人さま６枚まで購入可能です。
問 合 せ　埼玉西武ライオンズインフォメーションセンター
　　　　　　 ０５７０－０１－１９５０

問合せ　保健衛生課・国保担当 　８２－１７７７

国保に加入するとき　届出に必要なもの　 国保をやめるとき　  届出に必要なもの

他の市区町村から転
入したとき
職場の健康保険を
やめたとき
職場の健康保険の被扶
養者からはずれたとき

子どもが生まれたとき

他の市区町村の転出
証明書
職場の健康保険をや
めた証明書
被扶養者からはずれ
た証明書

保険証・母子健康手帳

他の市区町村に転
出するとき
職場の健康保険に
加入したとき
職場の健康保険の被
扶養者になったとき
国保の被保険者が
死亡したとき

保険証

国保と職場の健康保
険証の両方
国保と職場の健康保
険証の両方

保険証

憲法記念無料法律相談会
　憲法記念日に弁護士が無料で相談に
応じます。年１回の機会ですので、法
律にお悩みの方はぜひお出かけくださ
い。
日　時　５月２日（土）
� 午前１０時～午後１時
� （受付 １２時３０分まで）
場　所　熊谷市立商工会館
　　　　２階大ホール
相談員  埼玉弁護士会熊谷支部所属弁護士
　※事前予約不要、当日受付
問合せ　埼玉弁護士会熊谷支部
� 　 ０４８－５２１－０８４４

敷金（賃貸住宅）トラブル１１０番
　

　埼玉弁護士会と埼玉司法書士会では、
賃借人が賃貸住宅を退去する際の建物
の原状回復費用に関する無料電話相談
会を開催します。
日　時　４月１１日（土）、１２日（日）
　　　　午前１０時～午後４時
相談方法 電話相談 　048-872-8055
� （当日のみ通話可）
相談料　無料（通話料は自己負担）
問合せ　埼玉司法書士会事務局
　　　　　 ０４８－８６３－７８６１

埼玉県防災学習センター 
～体験しませんか、災害の疑似体験を～

　鴻巣市にある「埼玉県防災学習セン　
ター」には、４つの災害体験室があり、
本物さながらの体験をすることがでま
す。県民の皆さん、災害の疑似体験を
してみませんか。
利用時間　午前９時～
        　　　　   午後４時３０分まで
　　　　　（入館は午後４時まで）
入 館 料�　無料
休 館 日�　毎週月曜日（祝日の場合は
　　　　　翌日）、年末年始、その他
　　　　　臨時休館の日
団体予約　１０名以上の場合は、事前
　　　　　に予約をしてください
問 合 せ�　埼玉県防災学習センター
　　　　　　 ０４８－５４９－２３１３

　　　　　 さいたま減災プロジェクト
　地域の天気やまちづくり活動、災害情報や各種防災図面をワンストップで閲
覧できるウェブサイト「さいたま減災プロジェクト」を県が開設し、みなさん
からの投稿を受け付けています。積雪、地震、台風などの情報収集や防災・減
災対策にお役立てください！
問合せ　埼玉県都市計画課（　０４８－８３０－５３３７)
https://www.pref.saitama.lg.jp/a1102/toshihukkou/gensai-project.html

　　　　　　国保の届出を忘れずに！！
　　　　　　　　こんなときは１４日以内に届出をしましょう

　届出をしないと医療費が全額自己負担になったり、届出が遅れた分の国保税
も納めなくてはなりません。



※記事の問い合わせは　総務課82ー1226・82ー1254・税務課82ー1224・住民福祉課82ー1221・保健衛生課82ー1777

納
税
は
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　　　            ４月の休日当番医　
◎診療時間：午前9時～午後5時

＊診療科目以外の受診については、他の医療機関を紹介することもあります。

   受診する際には、医療機関に電話連絡をしてください。

心配ごと相談・行政相談
　合同相談所の開設

　日常生活でお困りの人は、相談所
を開設しますので、おでかけくださ
い。相談は無料で秘密厳守のうえ受
け付けています。�
日　時　４月１６日（木）
　　　　午後１時～３時まで
場　所　役場１階　中会議室
問合せ　社会福祉協議会　 82-1238
　　　　役場総務課　　　 82-1226

農地を農地以外に使用する場合には許可が必要です！

　５日　石田医院（内科）　　　　　　　　　川島町　 049-298-7517

１２日　こどもクリニック いとう小児科　　  東松山市　　　34-4145

　　　　　　　　　　　　　　　（小児科）

１９日　上野診療所（内科・循環器科）　　　川島町　 049-297-6633

２６日　榎本耳鼻咽喉科医院（耳鼻咽喉科）　東松山市　　　22-3478

２９日　瀬川病院（内科、外科）　　　　　　小川町　　　　72-0328

　　　第３０回和紙の里文化フェスティバル
　　　　　　　 ＊手づくりふるさとマーケット出店者募集＊

　皆さんも手づくりふるさとマーケットに出店してみませんか？和紙の里文化

フェスティバルでは、地域住民による手づくりをテーマとしたマーケットを開

催します。雑貨創作や各種料理など、さまざまなジャンルを受付します。

　ぜひこの機会にご参加ください！！

日　　時　５月１６日（土）・１７日（日）午前１０時～午後４時

場　　所　東秩父村和紙の里 中庭 

出 店 数　１０店舗（先着順）

出 店 料　無料�

申込期間　４月１日（水）～２４日（金）※ただし予定数に達し次第締め切り

　　　　　ます。

※出店は１６・１７日両日でも、１日だけでもかまいません。また、テントを

　使用しますので雨天でも行います。

申込み・問合せ　総務課 　８２－１２２６

　　　　  農振除外申請の受付について
　東秩父村では、農業振興地域の整備に関する法律に基づいて、農業振興地域

整備計画を策定し、農業振興を図っていく農地を農振農用地として指定し保全

に努めています。

　この指定した農用地に住宅、資材置場、駐車場等を建設するため、農地転用

を計画する場合は、農地転用申請の前に農振農用地から除外（農振除外申請）

する必要があります。除外手続については、下表のとおり受付期間は年２回で

す。計画をお考えの方はお見逃しないようお願いします。なお、除外が許可さ

れるまでに約５ヶ月かかりますので、計画は余裕をもってお立てください。

　
　受付期間

　１回目 ５月１日～１５日・２回目 １１月１日～１５日

　　　　　　　午前８時３０分～午後５時（土、日、祝日を除く）

　　受付場所　産業建設課

問合せ　産業建設課農振担当 　８２－１２２３

  「子どもスマイルネット」に相談してみませんか？
　いじめや体罰など子供（原則１８歳未満）の権利侵害に関わる問題から子育

ての悩みやしつけなど、子供に関わるあらゆる相談に応じます。

相談電話番号　　０４８－８２２－７００７

受 付 時 間　午前１０時３０分～午後６時 毎日(祝日・年末年始を除く)

　※子供の権利侵害については、面接相談（予約制）のうえ、必要に応じて関

　　係機関との調整も行っています。（県こども安全課）

問合せ　埼玉県福祉部こども安全課児童権利擁護担当 奥ノ木�

　　　　　 ０４８－８３４－８７５５

　乳 幼 児 栄 養 相 談 
　離乳食や、簡単なおやつ作りに参加

してみませんか。

　妊婦さんの参加も大歓迎です。

日　時　４月１５日（水）

　　　　午前１０時～１１時３０分

場　所　保健センター

対　象　乳幼児とその保護者 

その他　当日はエプロンと母子手帳を

　　　　お持ちください。

　　　　お申し込みは４月１０日（金）

　　　　までにお願いします。

　　　　あそびの教室も同時開催して

　　　　います。

問合せ　保健センター 

　　　　　 ８２－１５５７

和紙づくりにチャレンジin小川
～細川紙ユネスコ無形文化遺産登録記念～

　小川げんきプラザでは、所内での散

策や野外炊事体験、埼玉伝統工芸会館

での手すき和紙体験（葉書づくり）を

企画しています。

期　日　４月１８日（土）

　　　　～１９日（日）（１泊２日）

場　所　小川げんきプラザ

　　　　および埼玉伝統工芸会館

対　象　小中学生の親子

費　用　大人3,700円、小中学生3,000円

定　員  ３０人（抽選）

申込み　４月７日（火）までに電話で申込み

問合せ　埼玉県立小川げんきプラザ

� 　７２－２２２０

　  埼玉県警察官募集
　平成２７年度第１回埼玉県警察官採

用試験を実施します。�

試験日　５月１０日（日）

願書受付期間 

　　　　４月１日（水）～１４日（火）

問合せ　小川警察署

　　　　　 ７４－０１１０



世帯と人口
世 　 帯 　 1 , 0 9 8 　
人 　 口 　 3 , 1 3 2
　 男 　 　 1 , 5 7 4
　 女 　 　 1 , 5 5 8

転 入    5   転 出   3
出 生    1 　 死 亡   3
※世帯と人口は３月１日現在

その他は２月中のうごきです。

２月中の人口動態

土木工事等のお知らせ

問合せ　産業建設課　 ８２－１２２２　

　犬の所有者は、犬の登録と年１回の狂犬病予防注射を受　
けさせることが法律で義務づけられています。今回の集合
注射を利用して、予防注射を受けるようにしましょう。

対象となる犬
　生後９１日（３ヶ月）を経過した犬。
　集合狂犬病予防注射を受けられない場合は、お近くの獣
医師にて注射を受け、役場で注射済票の交付を受けてくだ
さい。
※ 飼い犬が死亡した時は、役場まで連絡をしてください。

注射日程および会場

 　実  施  日　　　　会　　　　 場　　　　  時　　間
 

 

集合狂犬病予防注射を実施します

注射等の費用（犬１頭につき）
◇登録済の犬　　　　　　　　◇新規登録の犬
狂犬病予防注射料    2,750円　 登録手数料           3,000円�
注射済票交付手数料   550円 　狂犬病予防注射料 2,750円
　　　　　　　　　　　　　　注射済票交付手数料 550円

� 計�       3,300円　　　　  計             6,300円

※ 注射会場は混み合いますので、おつりのないよう
    お願いします。
　 問合せ　保健衛生課　 ８２－１７７７

 高齢者生きがいセンター　   9:30～10:30
 東秩父村役場（表駐車場） 11:00～12:00
 東秩父村ふるさと館（旧大内沢分校）13:30～14:30
 保健センター                     9:30～10:30
 皆谷集落センター             11:00～12:00
 白石車庫                         13:30～14:00

４月10日（金）

４月13日（月）

　狂犬病は、感染して症状が出てしまうと、人も　
犬も１００％死亡する恐ろしい人畜共通伝染病で
す。犬ができるだけ安全にこの注射が受けられる
ため次のような点に気を付けてください。

　予防注射は、犬の健康状態がすぐれない時は接
　種を延期します。
　健康に対して不安がある場合は、かかりつけの
　獣医師に事前に相談してください。
　健康な状態であっても、ごくまれにショック症
　状等、副作用が起こる事があります。注射後は、
　犬の状態をいつもより注意深く観察してくださ
　い。もし異常が出た時は、会場でまだ注射が行
　われている時間ならば会場へ運んでください。
　会場での注射が終わっている場合は、最寄りの
　獣医師の病院へ連絡をしてください。

� 　埼玉県獣医師会東松山班

　平成２７年４月１日現在、村内で発注されてい
る道路工事等です。ご迷惑をお掛けいたしますが、
ご理解ご協力をお願いいたします。

県発注工事等

・小幡沢山村生活安全対策工事 【御堂川下区内】

・舗装指定修繕工事（安戸工区）

　　　　　　　　　　　 【大河原橋から直売所】

・災害防除工事（白石工区）          【白石地内】

・社会資本整備総合交付金（砂防）工事

  （集水ボーリング工）２号・３号

　　　　　　　　　　　　 【坂本下区内上ノ山】

村発注工事等

・なし

   公民館講座村外研修
　２月２４日（火）平成２６年度公民館講座に参加した方

々の卒業記念研修と親睦をかねて村外研修が行われました。

　当日、２５名の参加者は村研修バスに乗り、ユネスコ世

界遺産に登録された富岡製糸場へ行き、ボランティア解説

員によるガイドツアーを体験しました。その後、こんにゃ

くパークにて工場見学や無料バイキングを楽しみました。

　参加者の方々は富岡製糸場でのボランティアガイドの話

術に関心を持ち、本村においても生かされることを期待し

ていました。

「安全に集合狂犬病予防注射が
  受けられるために」


